




















































































































































































































1949キティ台風後 治水10ク年説画1950ジェーン台風 β吐結詮襯努法発万1951ルース台風 初／！総合閲発夢業艀括1952 雷噺9発促瑳法1953冶／〃冶λ基本が蔚要卿の 水俣病発生
復 議決定
梅市豪而（九州、紀伊半
島）、台風13号1955活λ事業五ク年み画’ 神通川イタイイタイ病1956治次≠業彦ル五ク年計画「 ．τ期承法 佐久間ダム完成
興 経済白書（最早戦後では無い）1957活次≠業第＿次彦∫子五ヶ 寿定多β砂ダム法発布 愛知用水事業着工
浮画 小河内ダム完成
八郎潟干拓開始1958狩野川台風 公兵用承鰍質深台法




高 1962 水資源開発基本計画（利根 麟甚災淳存例法発祐川、淀川指定） 水資源開発公団設立
」会βヲ襟詮卯秀の閣駿決熔個’、
一直疏鵬り
度 1963 黒部第四発電所完成1964 水資源開発基本計画（筑後 東京オリンピノク
川指定） OECD加盟
東京オリンピック渇水 蜂の巣城強制退去
経 新河川法1965第＿次冶承事業五ク年み画「 水資源開発基本計画（木曽 阿賀野川有機水銀患者発 流域下水道事業開始（寝屋川）
川指定） 生
1966 水資源開発基本計画（吉野 〃〃獺法公万













区分 西暦年 治　水 利　水 環　境 関連事項





済 1974台風8号多摩川決壊 水資源開発基本計画（荒川 国土庁発足
成 指定） β吐翻法公布








安 1978 福岡市北九州市水不足深刻化1979多摩川水害住民勝訴（一 東京都他渇水 河川環境管理基本計画の策 第二次オイルショソク









市他渇水1987翻汐物ピれ舞およひその 東京都、埼王県、愛知県渇 ふるさとのノ〃整揃箏業、マ 第4次会・国～陪’6㍉49発詳画r




畳 1988だ浄砂な～旨，旅力蔚の難方 高松市、一宮市他渇水策／こついでの提浮 渇〃ヒガ貝ξの推」産方策／こつ
いτの是言
か 1989 那覇市他渇水 ラフノハー繊｝卯始1990 水資源開発基本計画（豊川 多β，舛勤1／つぐク斑要
な 指定） 麗東京都、埼王県、愛知県、 水辺の醐調醐始
国 奈良県、高松市他渇水1991 那覇市他 ノ費の＿とクやナ’、ノ1／っぐク
進モデル夢期冶土 今後の汚ノ〃整備ぱ、いかに 離 屹あるへきかの答ψ
形 1992 ノ暫疎ナミノノ・　rグオ宣三テ
続確な閲剃

















































































































































































水辺の持つ機能 水辺の対象 個人 コミュニティ 市民の 国民の 地球人の







【遊び場機能】 《広場・道・水面》 ◎ ○
・遊び場 ◎ ○ ○
・レクレーション ◎ ○ ○









・文化遺産 ◎ ◎ ○


































































































































































































































レベル 広域 ない場合 （目的と優先順位の変化）
（流域・圏域） ・代替手段の選択が可能な ・目標水準に伴うリスクの

















































































































計画プロセス 課　　題 入　　力 出　　力
・水辺計画の背景と目的 ・水辺の現状調査 ・水辺とは何か（水辺の
問題の ・地域における水辺とは ・水辺の時系列変遷 定義と機能）













代替案の 大） ・描画情報と水辺イメージ 方向性（水辺デザイン








評価 の総合軸による望まし 動の変化 創造性，効率性軸による
い水辺の作成の視点 ・現況／整備後の水辺誘致圏 水辺計画の評価
（個々の水辺と地域全体 域の変化 ・計画者＆地域住民章申に
からの視点） ・地域における水辺の多様性 よる評価
・効率性軸による実行可 ・水辺のネットワーク（他の
能性の視点 代替施設との複合化）
注）★：は情報に対する住民参加　＊＊：は決定に対する住民参加
1．4　本論文の目的と構成
　水辺は人間の五感をとおした地域住民と水との対話の場である。そして「情感」・「遊び
場」・「生態」・「文化」・「避難」といった水辺の機能を介した人間性の回復の場である。さ
らに、誰もがあたりまえに使い込むことができる身近で多様な空間である。水辺計画とは、
こうした水辺の意義を認識し、水辺機能の拡大・創出のための手順を明らかにすることで
ある。このとき、従来の水辺計画が特定の点、あるいは限られた区間を対象として行われ
てきたのに対し、次の視点が重要となる。すなわち、様々な個性を持つ水辺を個々に特化
し、地域全体として互いに補完・連携しながら多様な水辺を配置し、多様な水辺利用の拡
大を図るために効率的な整備を行うことである。
　このため、水辺が地域住民のものであるとの基本的な認識のもとで、地域住民が「どこ
から来て」、「どう眺め」、「何をしたいのか」を捉えることにより、より多くの人々が様々
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な形で利用できる水辺を、地域においてどのようにデザイン・配置し、評価するかの方法
論を示すことが本論文の目的である。以下に、本論文の構成を示す。
　まず、第2章（水辺の現状と問題の明確化）では、現地調査にもとつく水辺の現況を人
間の五感を持って捉え、そこで接し得られた有りのままの知見をもとに水辺の現状と課題
の整理を行う。つぎに、ISM法によるそれらの構造化を図り、対象地域における具体的な
水辺の現状と課題の構造を明らかにし、水辺問題の明確化を図る12）。
　第3章（水辺の場の特性に関する研究）では、水辺の場の特性を明らかにする。水辺の
場は、ジオ環境として水量・水質・水辺形態、エコ環境として生態、さらにソシオ環境と
して周辺地区を含めた形状などの属性から構成される。ここではそれら尺度の異なる属性
間の関連分析を踏まえ、総合的な水辺特性を記述する指標の作成とそれによる水辺の場の
特性の類型化13）’14）を行う。
　第4章（水辺の社会調査と水辺環境総合カルテの作成）では、社会調査（アンケート調
査）にもとつく水辺認識・意識・行動の単純集計結果と第2章で得た水辺の現況調査結果
および第3章で整理した水辺の場の特性分析結果を総合する。すなわち水辺のジオ・エコ・
ソシオ特性を総合化し水辺環境総合カルテとして整理する12）。これは以後の分析のデータ
ベースを成すものである。
　第5章（地域住民から見た水辺計画目標の設定）では住民アンケート調査をもとに水辺
認識・意識・行動に関する情報の分析を行う15”16）。すなわち、水辺の属性と地域住民の認
識⇒意識⇒行動への’連の情報変換構造の把握を行ない、それらをもとに水辺計画目標を
設定する。またこの過程で、地域住民の計画情報への参加から目標決定への参加プロセス
を明示する。
　第6章（水辺デザイン作成プロセスに関する研究）では、水辺のデザイン要素の抽出、
および、デザインの方針を見出す手順を示す。この手順は代替案の具体的な水辺デザイン
の作成につながる。ここでは、まず、小学生が描いた望ましい水辺描画から得られた水辺
の構成要素17）、および水辺環境総合カルテをもとに、まず、強調すべき、個性化すべき、
保全すべき、改善すべき個々のデザイン要素の抽出を行う。つぎに、地域における水辺の
多様性に配慮し、水辺の特長を活かしたデザインの特化と水辺での主な行動内容の予定を
図る。これをデザイン方針と呼ぶ。そして、具体的なイメージ図作成にいたる適用事例を
示す。
　第7章（水辺整備計画代替案の選定に関する実証的分析）では、流域における水辺のグ
ランドデザイン代替案の作成、選定のためのモデル分析’8）”9）’2°）および、鶴見川流域における
事例研究を示す。
　ここではまず、次の2つの仮説
　1）水辺の魅力が増加するほど、地域住民の水辺に対する好感率は増加する。
　2）水辺の魅力が増加するほど、水辺への心理的距離は短くなる。
のもとで、水辺グランドデザインモデルの定式化を行う。好感率とは、水辺の魅力を地域
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住民の水辺に対する「（好き・嫌い）の意識」と「（行く・行かない）という行動」の側面
からとらえたものである。
　代替案の作成に関しては、水辺の多様性、多様な行動、周辺の土地利用、空間的自由度
等、第6章に示したデザイン手順に基づいて作成する。そして水辺整備効果を好感率の遷
移に伴う水辺誘致圏の拡大21）22）と捉え、費用制約のもとで、いつ、どこに、どのような質
の水辺を整備するのが合目的であるかを明らかにするものである。その際、個々の水辺と
流域全体として見た代替案の作成を念頭に、水辺整備の公平性（水辺利用機会の拡大）・多
様性（多様な水辺デザイン）・創造性（新たな水辺の創造）・効率性（経済性）を評価軸と
した代替案の選定を行う。
　第8章（水辺整備効果の評価に関する実証的研究）では、まず環境の価値の分類をもと
に、水辺環境における経済的評価のあり方について基本的考え方を示す12’。ついで、水辺
整備の事前／事後に得られた住民アンケート調査をもとに、好感率、心理的距離の変化と
それらを構成する水辺認識との関連分析をとおして整備効果の把握を行う。さらにランダ
ム効用理論に基づく離散型選択モデルの適用を試み、二肢選択ロジット・モデルによる水
辺選好要因の分析と便益評価を行う23）。
　第9章（結論）では、以上の研究成果を要約し、今後の課題を論じることとする。
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第2章　水辺の現状と問題の明確化
2．1　はじめに
　本章では、まず水辺の現況を人間の五感を持って捉え、そこで接し得られたありのまま
の観察知見を整理し、それらをもとに水辺の現状と課題の構造を明らかにし、調査地域に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝おける具体的な水辺の問題の明確化を図る。ここで、調査地域は、横浜市を対象とした。
　横浜市は、主な都市用水源を他水系（相模川）に依存し、また下水道普及率も95％とほ
ぼ完成しており、流下する河川は大きく7水系から構成され、それらは流出係数が大きく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）固有流量の乏しい典型的な都市河川といえる。
　また、調査対象とした水辺は、地域住民と水辺の関わりを明らかにするため、水辺の特
性と住民意識が対で得られることを基本として次の事項に留意して選定した。
　まず、地形・人口動態・土地利用用途などの地域特性の異なる市域全般の水辺を捉える
立場から、7水系の上・中・下流を網羅し、また流量・水質・生物（水生生物・底生生
物・魚類）などの水質調査地点を持ち、さらに水質調査地点近傍の小学校区を単位として
住民意識調査を行った19箇所の水辺を選定した。ここで、住民意識調査の単位を小学校区
としたのは、小学校区が地域コミュニティの基本的な空間単位であり、地域住民が徒歩で
近づける最寄りの身近な水辺意識・行動に注目したものである。図2．1に調査対象とした
水系、水辺調査地点、住民意識調査を行った小学校区を示す。
　以下ではまず、2．2で現地調査にもとつく水辺の現状と課題の整理を行う。次に2．3では、
水辺の現状と課題の項目間の因果関係をもとにした構造化を行い、水辺問題の明確化を行
う。図2．2に分析手順を示す。
S
水辺の現状調査
水辺の現状と課題の抽出
水辺の現状と課題の構造化
水辺問題の明確化
E
図2．2　分析手順
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